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携
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は
じ
め
に
ー
ー

大
学
に
対
す
る
伝
統
へ
の
評
価

大
学
に
お
け
る
伝
統
は
、
大
学
の
生
い
立
ち
と
建
学
の
精
神
を
背

旧
民
と
す
る
大
学
独
自
の
学
風
、
教
育
の
特
色
な
ど
を
表
現
し
て
い
ま

す
G

そ
し
て
伝
統
は
、
大
学
の
歴
史
の
な
か
で
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
学
空
集
聞
の
足
跡
の
表
現
で
あ
り
ま
す
仁
大
学

に
於
け
る
伝
統
へ
の
評
価
は
、
大
学
’
け
休
の
、
水
年
に
わ
た
る
教
育
研

究
へ
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
学
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒

業
生
の
社
会
で
の
前
脱
が
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
形
で
の
社
会
に

於
け
る
抜
介
却
価
で
も
あ
り
ま
す
口

大
学
に
お
け
る
版
史
と
伝
統
は
大
学
評
価
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ

れ
、
そ
れ
山
体
に
同
有
の
側
偵
を
な
味
付
け
て
お
り
、
社
会
的
評
価

の
尚
さ
を
衣
現
し
て
い
ま
す
c

こ
と
に
、
私
史
大
学
に
あ
っ
て
は
大

学
の
生
い
立
ち
と
建
学
の
精
神
は
、
大
学
の
伝
統
を
性
絡
づ
け
る
底

流
を
な
し
て
い
ま
す
c

愛
知
大
学
は
敗
戦
の
程
年
、

A

九
間
六
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
口

戦
後
日
以
初
の
川
制
大
学
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
た
愛
知
大
学
は
、
日

本
の
大
学
で
た
だ
一
つ
、
敗
戦
と
い
う
．
佳
史
的
な
時
代
北
口
氏
の
も
と

に
設
置
さ
れ
た
大
学
で
あ
り
ま
す
そ
し
て
「
日
本
川
志
法
」
の
公

布
と
則
を
一
に
し
て
い
ま
す
い
寸
愛
知
大
学
設
立
趣
立
引
け
」
の
い
け
刻
、

に
は
建
学
の
趣
行
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
口

「
我
日
本
は
長
則
に
一
日
一
る
今
川
戦
争
に
依
て
物
質
的
精
神
的
に
坑

廃
せ
し
め
ら
れ
、
殊
に
比
ハ
の
結
果
は
惨
櫓
（H
さ
ん
た
ん
）
た
る
敗

戦
を
回
引
き
一
止
に
山
間
決
の
危
機
に
す
一
つ
と
．
一
パ
う
も
過
ぺ
け
で
は
な
い
）
ん

I

斯
（
H

か
）
か
る
山
川
凶
械
を
免
れ
ん
す
る
な
ら
ば
、
事
を
し
て
悲
（
日

こ
こ
）
に
い
た
ら
し
め
た
る
川
き
日
本
の
ぶ
れ
る
指
導
と
積
弊
を
一

耐
し
、
析
し
き
日
本
と
し
て
辺
生
す
る
の
道
を
択
（
”
え
ら
）
ぶ
外

な
い
の
で
あ
る
」

「
斯
（
日
か
く
）
の
如
き
投
が
H

本
の
新
し
き
出
発
に
際
し
て
、

当
而
解
決
を
要
す
る
諸
磁
の
問
題
山
航
す
る
と
難
（

H

い
）
え
ど
も
、

就
中
（
日
な
か
ん
ず
く
）
、
学
問
、
思
想
、
文
化
を
．
吐
（
日
さ
か
ん
）

に
興
し
、
教
養
あ
る
有
為
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
北
ハ
急
務
に



し
て
、
以
も
法
礎
的
な
る
も
の
の
一
と
．

J
う
べ
き
で
あ
ろ
う
口
政
ル
ザ

相
謀
（
日
は
か
）
っ
て
法
に
愛
知
大
学
を
設
立
せ
ん
と
す
る
所
以
（
H

ゆ
え
ん
）
は
、
実
に
斯
か
る
客
観
的
要
指
に
呼
応
す
る
も
の
に
し
て
、

一
言
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
世
界
平
和
に
寄
与
す
べ
き
日
本
人
文
の

興
隆
と
有
為
な
る
人
材
の
養
成
と
一
五
う
に
以
き
る
の
で
あ
る
」

愛
知
大
学
は
、
日
本
の
私
立
大
学
で
二
九
番
目
に
誕
生
し
た
大
学

で
す
。
明
治
時
代
か
ら
の
十
日
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
東
京
・
京
阪
神

の
私
大
か
ら
見
れ
ば
雌
史
の
浅
い
大
学
で
す
が
、
そ
の
生
い
立
ち
は

他
の
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
県
色
の
存
紅
で
あ
り
、
東
．
肱
川
文
品
川H院

大
学
と
い
う
．
怜
史
的
遺
産
を
純
水
す
る
と
い
う
特
異
性
を
も
っ
大
学

で
あ
り
ま
す
。

風
化
し
て
い
っ
た

同
文
書
院
大
学
の
位
置
づ
け

『
愛
知
大
学
十
年
の
歩
み
』
は
、
愛
知
大
学
創
設
に
至
る
い
き
さ

つ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
本
間
学
．
長
、
小
山
石
井
教
授
、
そ
の
他
同
文
書
院
大
学
の
教
授
（
上

海
か
ら
の
）
帰
還
の
械
が
い
い
え
ら
れ
る
や
、
内
地
に
お
い
て
他
の
大

学
に
転
入
学
千
絞
修
了
者
、
千
統
未
修
f

者
、
或
は
新
に
復
員
せ
る

行
等
は
述
け
の
如
く
、
成
は
千
紙
で
或
は
自
ら
神
川
の
（
川
文
計
院

大
学
消
算
）
事
務
所
を
訪
れ
、
新
大
学
の
設
し
止
を
希
望
す
る
者
が
似

め
て
多
か
っ
た
。

東
岨
川
文
会
の
文
緩
に
よ
る
新
大
学
の
設
な
を
断
念
さ
れ
た
本
問
、

小
山
行
井
両
氏
は
、
事
こ
こ
に
到
っ
て
は
有
志
の
も
の
が
相
集
ま
り
山

分
の
力
に
設
立
す
る
外
は
な
い
と
決
心
さ
れ
た
。
（
中
略
）

新
大
学
の
設
立
す
る
に
つ
い
て
、
位
終
的
決
定
を
行
う
た
め
、
・
本

問
、
小
川
行
井
剛
氏
は
鈴
木
保
郎
氏
、
神
谷
氏
、
本
町
氏
等
に
凶
ら
れ
、

附
和
一
一
卜
一
年
五
川
一

.. 

卜
日
東
京
九
段
下
の
若
立
口
旅
館
に
旧
同
文
書

院
大
学
の
教
職
け
は
を
行
集
せ
ら
れ
た
。
中
－
時
、
食
税
事
情
は
極
端
に

悪
く
、
交
通
事
情
も
拙
悪
の
時
代
で
あ
っ
た
が
参
会
行
は
卜
三
名
に

達
し
（
氏
名
を
略
す
）
此
の
最
初
の
会
合
に
於
い
て
設
立
の
見
透
し

そ
の
他
に
つ
き
種
々
の
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
が
、
積
極
的
な
主
娠
が

大
勢
を
支
配
し
、
新
大
学
の
設
立
す
る
こ
と
に
最
終
的
決
議
が
ま
と

ま
り
、
九
日
開
校
を
目
標
に
具
体
的
活
動
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
D

」

（
『
愛
知
大
学
十
年
の
歩
み
』
昭
和
三
一
年
刊
。
十
一
頁1
十
二
頁
）

愛
知
大
学
は
、
中
部
地
方
唯
一
の
旧
制
法
文
系
大
学
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
中
部
地
方
に
大
学
は
名
古
屋
帝
凶
大
学
医
学

部
の
み
で
、
文
科
系
学
部
の
大
学
で
は
、
中
部
地
方
最
初
の
大
学
と

し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
口
し
か
し
、
附
和
二
川
年
に
「
新
制

大
学
」
制
度
が
発
足
し
、
以
降
数
年
の
う
ち
に
名
城
大
学
、
市
山
大

学
、
愛
知
学
院
大
学
が
誕
生
す
る
ぷ
で
す
。
愛
知
大
学
が
特
異
な
設

立
の
経
緯
と
山
制
大
学
の
輝
か
し
い
．
惟
史
を
持
つ
と
は
い
え
、
戦
後

半
陛
紀
に
わ
た
る
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
時
代
認
織
も
希
薄
と
な
り
、

そ
れ
は
教
育
制
度
へ
の
理
解
を
も
っ
一
部
識
者
か
、
年
配
若
の
間
で

の
認
識
で
あ
り
、
若
い
世
代
に
は
そ
の
特
異
性
の
理
解
力
は
乏
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

創
立
以
来
愛
知
大
学
は
、
こ
と
さ
ら
東
亜
同
文
書
院
の
関
わ
り
を

主
張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は

G
H
Q

の
圧
力
や
、
戦
後
の
風
潮

の
小
で
梢
民
地
大
学
へ
の
謝
わ
れ
な
き
悦
線
を
意
識
し
て
の
こ
と
で

有
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
亜
川
文
書
院
関
係
者
が
創
る
愛
知
大
学

だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
は
支
援
を
お
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
辺
の
い
き

さ
つ
は
、
創
設
有
本
問
点
一
先
生
の
記
述
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、

創
設
朋
の
学
部
生
は
件
院
生
が
大
勢
を
占
め
、
教
員
の
中
心
も
川
文
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A
院
の
先
生
方
、
創
立
か
ら
附
和
三
七
年
度
ま
で
の
学
長
は
、
林
学

長
、
本
間
学
長
、
小
岩
井
学
長
と
同
文
書
院
関
係
者
で
有
っ
た
こ
と

か
ら
、
草
創
の
頃
は
あ
え
て
川
文
井
院
と
一
一
一
日
わ
ず
と
も
、
愛
知
大
学

は
川
文
書
院
の
流
れ
を
く
む
大
学
と
し
て
、
叶
一
間
一
般
に
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
『
小
川
ト
八
時
典
』
の
刊
行
、
川
川
際
問
題
研

究
所
の
中
川
研
究
の
取
り
組
み
、
中
凶
関
係
専
攻
コ
l

ス
の
配
置
は
、

そ
の
実
績
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で

す
。創

設
に
挑
わ
っ
た
第
一
附
代
が
去
り
、
川
文
内
院
山
身
の
教
職

此
・
学
生
の
桁
導
と
彩
枠
を
乏
け
た
第
三
世
代
も
数
少
な
く
な
り
、

愛
大
の
設
立
の
経
緯
へ
の
関
心
す
ら
希
薄
と
な
り
時
は
流
れ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
あ
る
時
期
に
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
酬
に
立

た
れ
た
、
川
文
訂
・
院
山
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
氏
は
「
んr
の
愛
ト
八
で

は
先
住
万
も
学
生
も
ぷ
も
川
文
川
院
を
知
ら
ず
、
以
し
い
気
持
ち
と

な
っ
た
」
と
お
品
に
な
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
ニ
ん
ー
か
ら

4
・

K
年
程
前

の
お
話
で
す
む

そ
の
頃
の
可
愛
知
大
学
案
内
』
に
は
、
「
戦
後
、
京
．
地
川
文
計
院

大
学
、
京
城
帝
川
大
学
、
ム
リ
北
川
巾
川
大
学
か
ら
引
き
ぬ
げ
た
教
職
日
以

に
よ
っ
て
：
・
ぷ
心
比
さ
れ
た
口
」
と
設
立
の
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
こ
の
記
述
は
一
而
の
事
実
で
は
有
り
ま
す
が
、
「
実
事
求
口
疋
」

で
は
有
り
ま
せ
ん
c

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
歴
史
の
本
質
が
わ
ざ
と

避
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
決
ま
り
文
句
は
、
先
に
述
べ
た
草

創
の
頃
の
深
慮
か
ら
生
ま
れ
た
衣
現
で
有
り
ま
し
ょ
う
c

よ
り
．
止
時

に
は
「
戦
後
、
収
．
佐
川
文
品
川
院
大
学
の
教
職
日
・
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
：
・
設
立
さ
れ
た
」
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

東
軍
同
文
書
院
大
学

記
念
セ
ン
タ
ー
の
誕
生
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と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
経
過
の
中
で
九
一
年
（
平
成
二
一
）
に
、
東

亜
同
文
古
院
大
学
の
川
窓
会
「
福
友
会
」
有
志
は
、
東
亜
同
文
書
院

の
偉
業
を
後
慌
に
伝
え
、
日
本
と
中
凶
の
許
隣
友
好
に
討
献
す
る
学

術
研
究
を
衣
彰
す
る
た
め
「
京
岨
川
文
市
院
基
金
会
」
を
設
立
し
、

そ
の
業
務
を
川
文
品
川
院
と
縁
の
深
い
愛
知
大
学
に
付
託
さ
れ
ま
ま
し

た
c

「
東
川
肥
川
丈
芹
院
基
金
会
」
設
立
は
、
同
文
書
院
と
愛
大
の
両

校
関
係
を
語
る
と
き
、
意
義
あ
る
山
来
事
と
し
て
留
意
さ
れ
る
べ
き

で
し
ょ
う
け
そ
の
年
「
係
文
・
山
川
兄
弟
予
亥
革
命
資
料
」
が
愛
知

大
学
に
寄
附
さ
れ
、
民
ぃ
合
会
の
設
な
以
降
、
組
友
会
と
愛
知
大
学
は

急
速
に
視
訟
な
関
係
へ
と
改
持
さ
れ
て
行
き
ま
し
た

c

こ
の
経
過
の

中
で
大
賢
一
石
一
正
教
務
課
長
（
書
院
内
六
則
・
旧
制
五
期
）
は
大
き

な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た

U

「
山
県
川
皿
川
文
訂
院
大
学
記
念
セ
ン

タ
ー
」
は
、
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
に
よ
っ
て
一
九
九
：
一
年
．
K

川
一
二
。

け
に
誕
生
し
た
の
で
す
q

山
本
館
（
現
「
大
学
記
念
館
」
）
の
修
復
工
事
を
ま
っ
て
問
年
間

の
経
過
の
後
、
九
七
年
に
「
束
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
民

示
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
そ
の
開
設
記
念
式
典
で
石
井
前
学
長

は
、
「
一
九
O

一
年
創
立
の
京
一
弛
川
文
内
院
の
一
惟
史
と
、
創
立
五O

同
年
を
迎
え
た
愛
知
大
学
の
一
校
史
が
一
本
の
太
い
糸
で
繋
が
っ
た
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
c

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
一
九
九
二
年
、
学
長
に

就
任
以
来
、
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
霞
山
会
と
泌

友
会
の
関
係
の
方
々
と
協
議
を
続
け
、
京
一
組
川
文
い
れ
け
院
大
学
記
念
セ

ン
タ
ー
と
い
う
組
織
を
削
り
ま
し
た
c

そ
の
～t
u日
は
京
姫
川
文
洋
院



火
山
一子の
教
育
、
研
究
仁
の
業
続
を
我
々
の
下
で
明
ら

か
に
し
、
後
附
一

に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

端
的
に
中
し
ま
す
と
本
問
先
生
、
小

岩
井
先
生
、
鈴
木
怨
郎
先
生
方

、

川
文
』
院
ゆ
か
り
の
先
生
が
た
か

ら
直
接
数
え
を
、
つ
け
た
（
京
夜
間
文
注
院
大
学）・
卒
業
生
の
特
さ
ん

が
沢
山
お
み
え
に
な
り
ま
す。
し
か
し
、

大
学
に
残
っ

て
い
る
釘
と

一言
い
ま
す
と
、
払
た
ち
が
品
後
の
者
で
あ
り
ま
す。
し
た
が
っ
て
、

弘
た
ち
が
大
学
を
去
っ
た
あ
と
は

、

お
そ
ら
く
そ
う
い
っ
た
お
は
山

米
な
い
で
あ
ろ
う
。

夜
々
の
手
で
東
川
同
文
洋
院
の
優
れ
た
装
結
を

後
批
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
と
一
百う
こ
と
で
山
発
し
ま
し
た

」

と
訪
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
井
学
長
は
本
学
創
立
者
本
間
喜

一
学
長
の

以
後
の
教
え
子
で
あ
り
、
同
文
品
川
院
記
念
セ
ン
タ
ー
委
員
長
今
泉
澗

太
郎
教
授
は
、
『
小
日
大
館
叶
胤
（
』

の
産
み
の
説
、
鈴
木
嫁
郎
教
ほ
の

後
紙
者
で
も
あ
り
ま
す
。

「
M
M故
知
新
」
、
愛
知
大
学
の
般
事
を
訪
ね
愛
大
の
存
在
を
知
ら

し
め
、
京
盟
問
文
甘
口
院
を「
幻
の
名
門
校
」

で
な
く
「
訊
り
縦
が
れ

る
名
門
校
」

と
す
る
た
め
、
新
た
な
る
文
化
活
動
の
展
開
を
、
石
井

学
長
・

今
・H
水

委
日
U
K等
と

d血
友
会
代
表

委
日
か
ら
な

る

「
東
亜
同

文
内
院
大
学

記
念
セ
ン

タ
ー

」

の
メ

ン
バ
ー
で

一品
川

り
ん
け
い
まし

た
。

－
九円
O
S
付
・
学
生
た
6
の
R
－
m剣
ド
マ

愛
大
の
歴
史
再
発
見

「
前
身
校
・

東
亜
同
文
書
院
大
学
」

削
立
以
来
学
快
紀
を
純
て、

愛
知
大
宇
の
版
史
認
識
も
希
滞
な
っ

た
状
似
を
断
ま
え
、

川
文
川
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
は

、

そ
の
一
つ

の
が
業
と
し
て

学
生
を
は
じ
め
打
い
川
代
へ
の
メ
γ

セ
｜
ジ
と
し
て

『
ブ
ッ
ク
レ
Y

ト
束
雌
川
丈
山
院
太
平
と
愛
知
大
学
』
一
民
1

間
保

を
刊
行
（
九
三
1

九
六
年
）
し
ま
し
た
。

こ
の
刊
行
引
業
に
私
は
記
念
セ
ン
タ
ー
委
只
と
広
械
課
長
の

・

一
川止

の
引
い
鮭で
、
合
同
・
編
集
を
狙
う
事
に
な
り
ま
し
た。

す
こ
し
編
集
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
『

プ
γ

ク
レ

γ

ト
京
姫
川
文

品
川
院
大
内
「
と
愛
知
大
学
』

各
民
執
乍
の
慨
安
は

『
都
内
集
L
：

一行
（i

五
頁
で

、

小
川
山
口
二
氏
が
迎
切
な
紺
介
を
し
て
下
さ

っ
て
い
る
の
で

割
愛
い
た
し
ま
す
。

『
プ
ヅ

ク
レ
y

ト
京
盟
川
文
什一日
院
大
川
？
と
愛
知
大
学』
の
執
喰
朽

は
、
愛
知
大
学
平
創
期
の
語
り
部
と
し
て、
敗
戦
後
、
小
川
か
ら

引

き
場
げ
愛
知
大
学
の
創
設
に
参
加
し
た
束
盟
川
文
川
院

止
の
諸
先
椛

に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

小
崎
日
間業
氏

（愛
大
旧
制

一
期
・
作
院
内

二
問

、

一
良
品
開
市）、
釜
井
卓
三
氏
（愛
大
旧
制

二
期
－
K
H院
問
問
問
、

一
集
品
開
い
ド
）、
古
川
縞
氏
（
愛
大
旧
制

二
期
－
k
u院
凹
三
如

、

二
佐

川
間
草）、
小
田
啓
二
氏
へ愛
大
旧
制
二
期
・
ルn
u院
山
間
期

、

凹
集
鉄
事
）、

小
林

一
夫
氏

（愛
大
旧
制
二
期
・

占
院
回
同
期
、

一
日
集
執
乍）、
松

山
間
的
氏

（愛
大
旧
制
一二
期
－
h
d院
四
五
期
、
二
集
執
乍
）、
川
原

寅
夫
氏
（
愛
大
旧
制
四
期
・

持
院
凶
五
期
、
二
集
執
詩
）
、
鈴
木
康

雄
氏
（
愛
大
旧
制
四
期
・

占
院
四
六
期
、
一ニ
集
執
唯
）
愛
ト
八
－
M十以
外

で
、
特
に
伊
膝
忠
久
蔵
氏
（
K
H
院
凶
O
期
、
ご
集
執
筆
）
、
日
賢
見
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氏
（
川
院
内
O
問
、
－

一一
集
執
市
）
に
ご
円
以
州
場
い
た
だ
き
ま
し
た

。

日
野
泌
氏
は
「
A
院
・
仁
海
・

川
本
｜
｜
わ
が
こ
こ
ろ
の
記
」

を
脱

一
制
さ
れ
て
松
な
く
入
院
さ
れ

、

第
二
一換
を
病
床
で
千
に

し
刊
行
を
点

ん
で
ド
さ
い
ま
し
た
が、

盟
一
九
九
六
年
の
ぷ
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

紙
耐
を
か
り
で
心
か
ら
お
悔
や
み
を
山
中し
ヒ
げ
ま
す
。

報
道
関
係
佐
で
は

、

毛
井
正
勝
氏
（
制U
新
聞
名
古
屋
本
社
編
集

委
日
：
・
当
時、

二
集
・
間
保
執
本
）、

福
川
哲
夫
氏
（
N
H
K

名
占

凶
欣
送
セ
ン
タ
ー
役
組
制
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：

当
時

、

一
ニ集
執
銃
）、

小
野
じ
い
介
氏
（
川
本
経
済
新
聞
名
占
庄
支
社
記
者
：

・
当
時
、
凶
佐
川
例

市
）
と
ご
協
刀
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乍
内
か
ら
は

、

勝
目
佳
久
数

段
（
文
学
部

、

一
佐
川
間
唯
）
、

加
々
美
光
行
教
授
（
現
代
中
国
予
知
長

、

間
集
以
憎
い
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

ま
た
、
米
・

カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
小
バ
ー

ク
レ
ー
校
訪
問
教
授
の
林
文
川
先
生
の
台
湾
『
聯

九円
以
』
相
似
レ
ポ
ー
ト
「
上
海
川
文
忠
院
と
愛
知
大
学
」

（J
－
民
）

の
紺
ぷ
は
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
現
代
小
同
学
部
・

川
文
作
院
記
念

セ
ン
タ
ー
委
U
長
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

紙
耐
に
川
文
什
一
什
院
hv
i時
の
V
H
r
点
を
挿
入
し

、

時
代
背
は
の
イ
メ
ー

ジ
ア
y

プ
と
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
た

。

掲
載
写
点

の
多
く
は
厄
友
会
所
必
のい米
民
同
文
什
げ
院
作
則
の
ア
ル
バ
ム
よ
り
転

紋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。
写
山一パ
提
供
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は

、

同
文
什
一
川
院
記
念
セ
ン
タ

ー

委
員
・

福
友
会
幹
＃
’
の
川
以
来
掛
子

郎
・

小
崎
品
業
両
氏
の
ご
援
助
を
受
け
ま
し
た。

『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
束
恒
同
文
汗
院
大
学
と
愛
知
大
学』
第
一
応
「
は

じ
め
に
」

で
寸
こ
の
附
f

は
、

京
毘
川
文
乃
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

の
発
足
を
朋
に

、

愛
知
大
学
の
学
生
を
は
じ
め
若
い
世
代
に
、
『
幻

の
名
門
校
』と

言
わ
れ
て
久
し
く

、

愛
知
大
学
の
生
み
の
親
で
も
あ
っ

た
東
亜
川
文
件
院
大
学
を
知
り

、

愛
知
大
学
と
の
関
わ
り
の
認
識
を

1 .. 1 J丈，’1 院，！己念m 2s 

深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
刊

行
し
た
」
と

記
述
し
ま
し

た
。

学
内
店

店
で
の
購
読

ホ
U
判C
ヲ
令、
｝L

」
『

な
が
ら
、

現
「

J
P
Z

代
小
川
学
部
、

日
百
七位
同

法
学
部

、

文
学
部
の
ゼ
ミ
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト

と
し

て
利
川
さ
れ
る
な

ど
で
、
愛
大
生
に
泣
透
が
は
か
ら
れ
ま
し
た。
発
行
部
数
は

一
集
1

間
集
合
わ
せ
て
五
万
附
。

う
ち

市
販
附
数
は
約
一
万
術
、
版
元
の
い
ハ

中
出
版
の
こ
尽
力
で
、
東
海
地
方
中
心
に
全
同
の
主
要計
店
で
版
売

さ
れ
ま
し
た
。

中
間
附
係
h
u
Hで知
ら
れ
る
東
方
円
店
の
雑
誌
『
点
方
」

で
、
九
凶
年
一
川

第
二
県
が

「

い
ま
評
判
の
小
向
関
係
K
H」
ベ
ス
ト

テ
ン
の
第
二
位

、

現
年
に
部
一
」的
対
が一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
栄
作
・
＆
を

受
け
ま
し
た
会
同
の
公
共
図
引
館

、

高
校
凶
品
川
川町等
々
へ
の
待
問

も
行
い
ま
し
た
。

東亜同文章院大学と
霊知大学

読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文

『
ブ
ッ

ク
レ
y

ト
東
亜
川
文
A

院
大
学
と
愛
知
大
学
』
刊

行
と
共

に
全
凶
か
ら
三
五
O
過
の
「
読
者
時
却
は
が
き
」

が
寄
せ
ら
れ

、

版

一
江
の
六中
山
版
が
驚
く
松
の
反
特
を
呼
び
ま
し
た
（『川
文
乃
院
記

念
報
』
各
サ
に
拘
赦
）
谷
杭
者
は

、

川
文
川
院
卒
業
生

、

川
ご
地
峡
、

愛
大
川
窓
生

、

教
育
問
係
督

、

学
生
の
父
円
、
在
学
生
と

一
般
市
民



の
方
々
で
す
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
数
通
引
用
致
し
ま
す
。

「
建
学
の
精
神
と
歴
史
の
重
み
に
つ
い
て
改
め
て
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
長
男
が
法
学
部
に
在
学
中
。
父
の
長
兄
は
東
亜
川
丈
在
日

院
生
と
し
て
上
海
に
留
学
し
て
い
た
と
子
供
の
こ
ろ
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
満
州
に
於
い
て
昭
和
十
年
頃
死
亡
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
本
で
亡
き
伯

父
を
偲
ぶ
こ
と
が
山
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
国
と
の
関
係
に
於

い
て
、
素
晴
ら
し
い
信
頼
関
係
が
続
き
、
い
つ
ま
で
も
友
好
的
交
流

が
出
来
る
よ
う
祈
り
ま
す
」

（
名
古
屋
・
同
体
職
員
O

さ
ん
・
五
五
十
4
l

当
時
：
・
以
下
川
じ
）

「
私
の
長
兄
は
東
亜
川
文
存
院
卒
、
ま
た
孫
二
人
が
愛
大
在
学
、

さ
ら
に
三
男
も
愛
大
卒
で
あ
る
ご
と
く
、
愛
大
が
好
き
。
そ
し
て
、

私
大
ら
し
い
善
い
校
風
が
あ
る
こ
と
を
本
汗
に
よ
り
知
っ
た
」

（
西
春
日
井
郡
・
N

さ
ん
・
八
四
才
）

「
『
不
幸
な
時
代
の
古
春
の
記
録
』
に
特
に
感
動
。
戦
争
中
、
反

戦
の
学
生
た
ち
は
、
同
大
学
の
真
の
誇
る
べ
き
英
傑
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
同
大
学
の
教
授
で
し
た
が
こ
の
記
録
ほ
ど
詳
し
く
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

（
両
宮
市
・
大
学
名
誉
教
授
S

さ
ん
・
九
四
才
）

「
か
つ
て
在
学
し
た
者
と
し
て
懐
か
し
い
限
り
で
す
。
日
中
事
変

の
際
、
や
む
な
く
軍
に
協
力
し
川
文
書
院
の
名
を
似
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
本
来
計
院
は
け
山
中
友
好
を
目
指
し
て

い
た
の
で
す
か
ら
、
何
と
も
残
念
で
す
」

（
名
古
屋
市
中
村
民
・
高
校
教
員
M
さ
ん
・
六
四
才
）

「
東
亜
同
文
書
院
卒
業
生
と
し
て
、
大
変
嬉
し
い
発
刊
で
し
た
。

と
川
時
に
愛
知
大
学
へ
の
特
別
な
愛
着
心
が
沸
い
て
き
ま
し
た
準
母

校
的
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
母
校
な
き
今
と
な
っ
て
は
：
・
」

（
大
阪
府
・
大
学
教
員
K

さ
ん
・
七
四
才
）

「
H

中
友
川
町
の
た
め
の
抗
重
な
記
録
で
す
。
ま
す
ま
す
愛
知
大
学

が
東
亜
川
文
A
院
の
伝
統
を
継
が
れ
ん
こ
と
を
L

（
阿
日
市
・
N

さ
ん
・
七
一
－
J
）

「
私
の
通
っ
て
い
る
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
知
ら
ず
に
き
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
書
い
あ
り
、
改
め
て
愛
大
の
歴
史
と
愛
大
の
良
さ
を
発

見
し
た
感
じ
で
す
」

（
名
東
区
・
学
生
H

さ
ん
・
二
一
一
才
）

「
亡
き
夫
の
学
び
卒
業
し
た
両
校
、
夫
の
生
前
耳
に
し
た
事
柄
や

言
葉
が
魁
り
、
ま
た
知
ら
な
か
っ
た
事
も
こ
こ
で
知
り
、
今
更
に
こ

の
両
校
に
学
ぶ
、
」
と
の
で
き
た
犬
の
誇
り
を
認
識
す
る
こ
と
が
山
来

ま
し
た

L

（
町
川
市
・
N

さ
ん
・
六
一
九
十4
）

「
と
て
も
内
科
の
あ
る
良
い
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。
我
々
の
附
代

の
一
世
代
前
の
経
史
と
伝
統
と
言
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
小
川
と

日
本
の
立
派
な
教
材
で
す
。
地

4

応
の
大
学
で
あ
る
の
で
、
強
く
興
味

を
持
ち
何
回
も
読
み
ま
し
た
」（

知
多
郡
・
会
社
員
S

さ
ん
・
四
四
土
）

「
私
は
同
文
書
院
四
二
一
期
生
で
す
。
こ
の
た
び
の
第
二
集
素
晴
ら

し
い
出
来
で
す
。
各
執
筆
者
の
中
同
へ
の
愛
情
が
行
間
か
ら
読
み
取

れ
、
国
を
越
え
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
思
わ
ず
口
頭
が
熱
く
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
：
・
。
中
国
で
暮
ら
し
、
中
国
の
体
臭
が
し
み
た
書
院

生
な
ら
で
は
の
名
文
で
す
。
「
凶
際
的
教
養
と
視
野
」
を
目
指
す
愛

知
大
学
生
、
特
に
中
凶
官
学
体
験
者
の
発
表
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
立
派
な
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
末
永
く
存
続
す
る
た
め
に
も
是
非
お

願
い
し
ま
す
」

（
岐
阜
県
・
自
公
業
T
さ
ん
・

L
ハ
九
才
）
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「
第
一集
・

第
二
集
・

第
三
保
持
説
。

半
此
紀
に
及
ぶ
歴
史
と
比
ハ

に
、

戦
前

、

戦
中

、

戦
後
に
わ
た
っ
て
活
縦
し
て
き
た
こ
の
学
校
の

服
史
は
、
そ
の
ま
ま
H

木
の
近
代
史
に
残
る
貴
重
な
記
録
で
あ
り

、

又
、

過
去
の
ぼ
史
を
反
省
す
る
こ

と
は
、
即
ち
未
来
の
飛
蹴
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ
る
。

心
に
残
る
三
部
作
と
し
て
後
世
に
伝
え
た
い
」

（
名
古
匡
市
緑
区・
元
大
学
教
員
K
さ
ん

・
七
八
才
）

測量
大同
学玄玄

m唾
円言語f

世
に
広
が
っ
た

「
東
亜
同
文書
院
」
事
川
高
山

・
＝
E

（

『
プ
γ

ク
レ
ッ

ト
来
班
川
文
川
院
大
学
と
愛
知
大
学
・

第
一
集
』

を
刊
行
し
た
の
は
九
一
一一
年
十
川。

以
降
、
『
第
一
集
』
九
問
年
二
一
円
、

『
節
三
集
』

九
κ

年
十
川

、

『
都
内
集
』

九
六
年
卜

一
川
で
す
。

時

あ
た
か
も
、
九
四
年
は
学
徒
出
陣
ぃ
札
十
川
年、九
百
年
は
戦
後
一
札
十

同
年
、
九
六
年
は
愛
知
大
学
創
ι

五
十
問
年
と
の
節
U

の
と
き
で
し

た
。

「
同
文
注
院
記
念
セ
ン
タ
ーL
設
置

、

そ
し
て

『
第
一
集
』
の
刊

行
以
来
、
東
亜
同
文
書
院
に
つ
い
て
の
報
道
は
愛
大
の
関
わ
り
を
合

め
て
、
制
日
、
中
日
、

読
売
の
各
紙
を
は
じ
め
、
日
経
、
毎
日
、日

本
と
中
国
、
東
海
日
々
、
京
愛
知
、
雑
誌
で
は

『
財
界
』、

『
日
刊
ア

ジ
ア
』、

海
外
で
は
台
湾
の
「
聯
合
報
」

に
も
柑
松
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
N
H

K

稔
令
テ
レ
ビ
の
山
五
分
特
別
持
組
「
上
海
・

幻
の

名
門
校
1

京
市
此川
文
内
院
生
の
軌
跡
か
ら
」

の
肱
送
、
N
H
K

ラ
ジ

オ
日
本

「
小
川
の
大
地
を
断
ん
だ
日
本
人
学
生
た
ち
」
二
日
間
与

一

時
間
の
海
外
向
け
政
送
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
知
大
学
例
文
－h
十
同
年
を
は
さ
ん
で
、
二
年
半
年
の
聞
に
五
八

M
の
械
道
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
大
学
が
、
し
か
も
半
世
紀

を
経
て
こ
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
く
希
布

な
こ
と
で
街
り
ま
す
。

東
随
一同
文
占
院
な
ら
で
は
の
こ
と
と

一
一
一

一口
え
ま

す
。

こ
う
し
た
中

で
、
京
市
一
同
文A
院
は
再
許
制
さ
れ

、

愛
知
大
学

の
一
校
史
的
存
在
に
つ
い
て
の
付
会
認
識
も
広
が
り
ま
し
た（日
刊
紙

は
地
元
小
部
版
小
心
の
抑
制
道）
。

「
同
文
升
院
記
念
セ
ン
タ
ー
」

開
設
の
記
念
講
械
で
花
を
添
え
て

下
さ
っ
た
尾
崎
秀
樹
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
・h
k
（当
時
）
は
、
日

経
新

聞

（九
一
一
z

・
十
・
二
王
）
で
「
ムハ汚
か
ら
引
き
儲
げ
学
生
で
あ
っ
た

ね
は
、
愛
知
大
学
へ
の
転
校
を
希
望
し
た
が
、
理
科
系
だ
っ
た
た
め

断
念
し
た
思
い
山
が
あ
る。
京
一
政
同
文
川
院
は
（中
略
）
学
川
の
白

山
を
符
ぷ
学
胤
の
も
と
に

、

H

中
友
好
提
携
の
人
材
を
養
成
し
て
き

た
。

そ
の
挫
学
の
精
神
は
愛
知
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る。
」と

得
制
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
巾
凶
の
知
日
派
の
絞

一
長
老、

M
m平
化
中
国
日
本
友
好
協
会

長
は
愛
知
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
講
淡
で

「
愛
知
大
学
は
今
年
、

創
立
五
十
周
年
で
す
け
れ
ど
愛
知
大
学
の
前
身
、
上
海
同
文
芥
院
の

！”l文 J十院必念m 30 



時
代
か
ら
数
え
ま
す
と
、
も
う
百
年
に
な
り
ま
し
た。
一
九
O

一
年

に
上
海
で
そ
の
学
校
が
出
来
た
そ
う
で
す。
ー

中
略
1

愛
知
大
宇
と

い
う
大
学
は
、
日
本
の
大
学
の
中
で
も
中
国
と
の
い
ろ
い
ろ
の
凶
係

が
添
い
、
ゆ
か
り
の
多
い
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

小
凶
と
日

本
と
の

友
好
発
展
の
為
に
活
協
し
て
い
る
上
海
川
文
川
院
出
身
の
方
々
は
少

な
く
な
い

、
そ
の
小
に
、
私

た
ち
の
非
常
に
・
縦
し
い
友
人
も
お
り
ま

す
。

時
間
の
凶
係
上
名
前
は
い
ち
い
ち
上
げ
ま
せ
ん
が
、
愛
知
大
学

は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
親
近
感
を
持
つ
わ
け
で
す

。

（
同
文

A
院
は
）
U

小
聞
係
に
熱
心
な
五
を
養
成
し
た
し
、
中
川
の
留
学
生

を
た
く
さ
ん
養
成
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今
、
日
中
間

で
各
分
肝
に

活
脱
し
て
い
る
方
々
は
元
の
同
文
占
院
方
々
、
あ
る
い
は
愛
知
大
学

出
身
の
方
々
、
数
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。

愛
知
大
学
の
歴
史
は
五

卜
年
、
ち
ょ
う
ど
戦
後
の
け
小
関
係
の
ぼ
史
は
今
年
は
丘
一
年
に
な

る
わ
け
で
す
。

l

中
略
1

愛
知
大
学
の
五
卜
年
の
服
史
は
、
言
わ
ば

小
円
関
係
史
の
垂
安
な
一
側
刷
と
も
言
え
る
と
払
は
思
い
ま
す

」
（
一

九
九
六
年
六
月

一
一
一
一
日
開
催
「
川
小
凶
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

」
報
告

占
よ
り
）。

沿
近
、
内
山
光
店
先
生
（川
小

友
好
協
会
初
代
理
事
長
）
の
務
作

を
読
ん
で
い
て
、
次
の
記
述
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。

俄
後
の
時
則
に

占
か
れ
た
、
同
文
』
院
生
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
す
大
切
な
記
述
と

忠
わ
れ
あ
え
て
転
載
し
ま
す
。
「
（同
文
古
院
）
第
十三
則
か
ら
第
四

4
則
ま
で
の
学
生
諸
君
と
私
述

（内
山
先
生
夫
妻
）
の
つ
な
が
り
は

つ
づ
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
私
と
い
う
も
の
が
時
々
川
院
の

同
窓
の
よ
う
に

早
「囚わ
れ
る
栄
光
を
索
、
つ
す
る
こ
と
も
川
県
凶
係
で
な
い

と
喜
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
多
く
の
学
生
諸
君
が
今
全
国
に
散
在
し

て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
小
略
）
私
が
二
ヵ
年
間
の
全
国
行
脚
で
お
会
い
し
た
人
々
だ
け

で
も
、
な
か
な
か
数
え
っ
く
せ
な
い
桜
で
あ
る
。

希
く
ぱ
A
院
に
学

ん
だ
人
々
は
こ

の
際
総
立
ち
に
な
っ
て
日

本
と
小
国
と
の
友
好
辺
助

に
来
り
山
し
て
取
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る。

此H
の
罪
ほ
ろ
ほ
し
と
一
一
日
、
っ
と
語
弊
が
あ
る
が
、
今
日
のH
本
の
亡
国

は
そ
の
似
本
紙
凶
は
山
中国
及
び
小
川
人
の
認
識
の
訟
り
で
あ
っ
た
こ

と
を
思
う
て
、
こ
の
際
是
非
日
本
人
の
対
中
国
観
の
是
正
の
お
に
一

肌
ぬ
い
で
民
い
度
い
と
思
う
の
で
あ
る」
（
内
山
完
造
若
『
花
叩
録
』

一
凶
九
賀
、
一
五
O
頁
、
岩
波
件
店

一
九
六
O
年
刊
よ
り
）

係
平
化
先
生
は

一
昨
年
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

で
、
一
以
盟
川
文
什
H
院
中
．
へ
の
枠
制
と
変
大
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
事
は
、
意
義
深
い
も
の
が
作
る
と一

一
日
え
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、

内
山
完
造
先
生
は
、
引
則
文
に
も
K
Hか
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
前
か
ら

戦
中
、
上
海
の
内
山
内
店
で
汗
院
生
と
語
り
合
い
、h
u白
院
生
が
時
代

の
小
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
を
比
つ
め
て
来
ら
れ
た
方
で
す
。

そ
の
先
生
が
、
伏
川
院
山
身
者
に
こ
の
掠
な
メ
ッ

セ
ー

ジ
を
伐
さ
れ
引

を
知
り
、
心
が
休
ま
る
想
い
が
い
た
し
ま
し
た。
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「
前
事
不
忘
後
事
之
師
」

『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
東
亜
同
文
書
院
大
学
と
愛
知
大
学
』
の
キ
ヤ
ヅ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
川
中
戦
争
と
い
う
苦
難
の
時
代
に
翻
五
汗
さ
れ
、
敗

戦
と
共
に
半
世
紀
に
わ
た
る
版
史
の
拡
を
閉
じ
た
、
幻
の
名
門
校
、

京
一
地
川
文
乃
院
大
学
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
東
亜
同
文
書
院
の
終
局

の
時
期
、
い
れ
け
院
生
は
「
通
訳
従
市
」
「
学
徒
出
陣
」
に
駆
り
出
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
生
が
、
戦
地
に
赴
き
戦
い
の
矢
而
に

立
た
さ
れ
た
時
代
で
す
。
例
え
．
軍
部
や
当
時
の
同
策
に
疑
問
を
抱
い

た
と
し
て
も
、
戦
争
参
加
は
け
・
不
同
民
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
術
命

で
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
戦
没
学
生
の
子
記
『
き
け
、
わ
だ
つ
み
の

戸
」
が
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
ま
し
た
が
、

h
v
l時
の
学

徒
た
ち
は
悲
術
な
宿
命
を
汗
れ
い
時
代
に
制
汗
さ
れ
た
の
で
す

2

山
陣
学
徒
は
、
時
代
の
被
害
若
で
あ
る
と
川
時
に
加
害
荷
の
顔
を
持

た
さ
れ
る
悲
し
い
巡
命
と
な
り
ま
し
た

τ

東
亜
川
文
書
院
は
上
海
に
あ
っ
た
大
学
で
す
亡
当
然
の
事
と
し
て
、

日
本
の
大
学
で
は
小
凶
人
に
前
も
知
ら
れ
た
大
学
だ
け
に
、
小
川
の

人
々
に
強
い
術
幣
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ι
1
H
院
生
「
通
訳

従
．m
L
開
始
の
直
後
、
川
文
み
院
虹
怖
路
校
合
が
放
火
に
よ
り
焼
失

こ
と
も
、
偶
然
で
は
な
い
と
忠
わ
れ
ま
す
c

中
国
側
の
川
文
書
院
評

価
は
戦
後
し
ば
ら
く
の
問
、
こ
の
時
期
の
後
遺
症
を
引
き
づ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
近
年
、
東
亜
同
文
書
院
が
果

た
し
た
巾
凶
研
究
・
教
育
と
日
中
関
係
で
の
役
割
が
、
中
凶
の
研
究

者
の
問
で
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
口

愛
知
大
学
は
、
京
一
地
川
文
力
院
大
学
の
市
渋
に
み
ち
た
戦
争
の
時

代
を
踏
ま
え
、
「
愛
知
大
学
設
立
組
立
川
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。
「
定
（
ま
こ
と
）
に
新
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
は
川
来
の

軍
同
主
義
的
、
侵
略
主
義
的
等
の
諸
傾
向
を
一
榔
し
、
社
会
的
存
在

の
全
範
域
に
一H
一
っ
て
民
主
主
義
を
実
現
し
臼
ら
を
文
化
、
道
義
、
．
十

和
の
新
凶
家
と
し
て
再
建
す
る
こ
と
に
依
り
、
世
界
の
一
員
と
し
て

世
界
文
化
と
平
和
に
貢
献
し
得
る
如
き
者
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
口

『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
束
亜
同
文
書
院
大
学
と
愛
知
大
学
』
は
、
創
立

以
来
、
半
世
紀
を
経
て
愛
知
大
学
の
生
い
立
ち
を
世
に
問
い
、
愛
知

大
学
の
歴
史
と
伝
統
の
原
点
を
再
認
識
す
る
資
料
と
し
て
刊
行
し
ま

し
た
円
そ
れ
は
自
ず
と
、
東
亜
川
文
井
院
大
学
と
愛
知
大
学
と
い
う

．
つ
の
大
学
の
消
滅
と
誕
生
を
と
う
し
て
、
日
中
関
係
現
代
史
の
断

刷
、
日
中
戦
争
の
附
山
ん
へ
の
閃
心
を
呼
ぶ
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
たc

一
，
山
…
川
下
．
小
忘
後
事
之
附
」
（
過
去
を
忘
れ
ず
将
来
の
師
と
す
る
）
、

時
か
に
半
悦
紀
も
前
、
飢
父
り
の
世
代
の
出
来
事
で
す

c

い
ま
行
い

世
代
は
も
ち
ろ
ん
、
働
き
躍
り
の
間
代
も
含
め
、
日
本
と
小
闘
の
．
不

幸
な
時
代
の
認
識
は
希
薄
と
一
一
一
一

u
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
愛
知
大

学
の
創
立
計
た
ち
が
直
接
関
わ
っ
た
事
柄
だ
け
に
’
身
近
な
現
代
史
へ

の
理
解
で
す
し
時
間
的
経
過
の
点
で
甘
え
ば
、
山
恒
悠
北
地
大
学
で
悩

沢
諭
’u
h
H
、
早
稲
川
大
学
で
大
限
前
一
信
の
故
事
が
語
ら
れ
、
一
世
紀
も

前
の
設
立
の
経
緯
と
建
学
の
精
神
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
愛
知

大
学
で
も
歴
史
的
転
換
期
の
中
で
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
教
職
員
・

学
生
の
結
束
を
も
と
に
し
て
創
ら
れ
愛
知
大
学
創
立
に
到
る
故
事
は

そ
の
歴
史
的
背
呆
を
ふ
く
め
て
、
時
代
を
超
え
て
語
り
紋
が
れ
て
い

く
事
柄
と
考
え
ま
す
U
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お
わ
り
に
I
1
l

東
軍
同
文
書
院
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
現
代
中
国
学
部

あ
る
研
究
計
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
一
広
東
班
川
文
作
院
中
抗
小
学
生

部
生
で
中
凶
社
会
科
学
院
教
授
（
当
時
）
史
忠
康
先
生
は
「
時
代
が

時
代
で
な
け
れ
ば
、
東
亜
同
文
書
院
と
い
う
学
校
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
理
想
的
な
教
育
機
関
だ
っ
た
と
思
う
。
今
の
よ
う
な
一
平
和
な
世

に
こ
そ
、
川
家
的
な
侵
略
の
ド
心
も
な
く
、
け
小
川
門
川
の
た
め
に
若

い
人
が
学
ぶ
、
書
院
の
よ
う
な
学
校
が
あ
れ
ば
」
（
水
谷
尚
子
『
東

亜
同
文
会
史
論
考
｜
｜
東
亜
同
文
書
院
に
学
ん
だ
中
同
人
』
財
団
法

人
霞
山
会
）
よ
り
）
と
語
っ
て
い
ま
す
。

現
代
中
川
学
部
は
一
九
九
七
年
、
愛
知
大
学
創

1
．

K
卜
刷
年
を
機

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
白
弘
立
大
学
創
設
者
の
建
学
柿
神
が
風
化
し
教

学
の
特
色
を
失
い
つ
つ
あ
る
今
日
、
私
学
の
．
山
内
興
の
た
め
に
、
建
学

の
精
神
を
今
日
的
諸
課
題
を
踏
ま
え
て
の
具
現
化
が
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
課
題
に
応
え
一
二
世
一
紀
へ
向
け
て
、
愛
知
大
学
の
飛
服

を
則
す
る
大
学
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
現
代
小
川
学
部
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
現
代
中
凶
学
部
は
、
愛
知
大
学
の
干
陛
紀
に
わ
た
る
中

同
研
究
・
教
育
の
実
績
を
基
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
c

そ
し
て
、
現
代
中
同
学
部
は
東
亜
川
文
書
院
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
愛

知
大
学
な
ら
で
は
の
学
部
と
し
て
、
識
者
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
口

一
．0
叶
一
紀
の
初
版
一
九O
一
年
に
日
中
提
携
、
京
一
生
保
全
、
世
界

平
和
の
人
材
養
成
を
目
的
に
東
亜
川
文
丹
院
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
代
中
同
学
部
は
二
十
一
世
紀
初
頭
の
二

O
O

一
年
に
、
新
し
い
世

紀
の
日
中
関
係
を
初
う
人
材
と
し
て
、
第
一
期
生
を
慨
に
送
り
だ
す

事
に
な
り
ま
す
。
東
．m
川
文
内
院
一
円
評
価
は
、
白
然
の
流
れ
と
し
て

現
代
小
川
学
部
を
誕
生
さ
せ
た
と
も.. 
け
え
ま
す
。
五
十
周
年
の
愛
知

大
学
に
と
っ
て
凶
縁
あ
る
時
の
利
で
あ
り
、
愛
知
大
学
は
没
個
性
の

大
学
か
ら
、
例
性
派
の
大
学
と
し
て
、
新
た
な
る
飛
躍
へ
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
る
と
言
え
ま
し
ょ
う

D

追
記
・
・
・
・
・
本
稿
は
昨
年
の
存
に
主
主
」
上
げ
ま
し
た
己
そ
の
後
昨
年
の

九
月
に
天
津
で
、
尾
崎
秀
樹
先
生
の
計
報
に
接
し
ま
し
た
。

先
生
は
「
京
版
川
文
書
院
大
学
の
伝
統
を
受
け
縦
ぐ
愛
知
大

学
が
、
現
代
中
川
学
部
を
開
設
し
、
そ
の
意
義
あ
る
法
慨
を

顕
在
化
さ
せ
た
」
と
、
お

4

．
一
一
川
葉
を
下
さ
っ
た
こ
と
が
記
念
と

な
り
ま
し
た
口

名
古
屋
テ
レ
ビ
制
作
「
育
存
の
中
国
」
は
、
二
月
に
地
元

東
海
地
以
の
エ
リ
ア
で
一
時
間
番
組
を
、
一
一
一
川
に
は
地
元
を

合
む
全
川
放
送
を
：
・
0
分
番
組
で
放
送
、
久
し
ぶ
り
の
削
械

で
す
。
名
十
日
M
mテ
レ
ビ
の
海
老
名
敏
宏
制
作
部
長
か
ら
、
昨

年
春
に
連
絡
を
う
け
企
凶
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
時
「
五
年

前
に
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
東
亜
同
文
書
院
大
学
と
愛
知
大
学
』

読
ん
で
以
降
、
こ
の
番
組
の
企
耐
を
治
め
て
き
た
」
と
「
古

存
の
小
川
」
制
作
へ
の
経
過
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
た

し
か
－
九
年
ほ
ど
ま
え
名
占
屋
テ
レ
ビ
か
ら
屯
請
を
、
つ
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
海
老
名
部
長
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
の
一
息
以
来
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

委
μ

の
立
場
か
ら
も
、
こ
の
番
組
の
制
作
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
0
0
0
年
一
月

33 ブックレノト r!Ji 亜｜”l 文r'l l完 J.:.:'t・と愛w大学」の編集に批わって




